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トドマツオオウズラタケに由るト Fマツ

及びアカエソゃマツの心材腐朽

亀井専弐
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第一緒 言

本演習林研究報骨1fC4巻第2続に於て，筆者はヱゾタケtclhるアカエゾマツ， トドマツ生

立木の心材腐朽に就いて報骨Lた・此のスゾタケ被害材料を北大雨龍潰習林内で蒐集した際，

アカエゾマツの大梶本の心材樹朽丸太の中に，一見従来熟知されて民るカイメンタケに向るか

の如〈して.而も注意して蹴れば明らかに異なる腐朽型のあるととを認めた.此の材料には原

閃荷車が生じてJ，I}なかったのでMi菌に尚るものか也ちに同定し得なかったが，法材料を月jいて
行われた林j老化製敬主主の“腐朽材の化壊的研究"の結果から見ても， カイメンタケの場合とは

共の性献が異たって居る事が明らかとなったので，原肉菌の決定の要に迫られた・此の間筆者・

は過去に於ける同様材料親祭の記憶と共に，北米北部批ぴにカナダ各地でパJレサムモミ其の他

の樹木の心材がれか抑usha/s.仰 eusPK.に1('りて腐朽さるる事賓の報;tj-，腐朽材お民等を想起せ

ざる~得なかった・ 昭和 23 年・ 9 月同演脅林K王り，上記腐朽に陪fI~する新町:菌草をと護見し得
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た. ~tの後反覆同演脅林内の槻然によりて， トドマツ類の熟材郊にも同一・腐朽の生やるとと，

:挺にアカエゾマツ主主ぴにトドマツ類の腐材より純粋土首長し得た曲.訴の比較，府材僻則的研究等

を行い，更に北米抗ぴにカナダより出版され肘る闘係文献に徴すると共に，北米産il玄白.標本を

蛍地}j菌7壊と比較するに及んで、，還に全く同一前である&の結論に到述した・然る所該菌の吾・

邦に存するととは未報-;1;-であり，設にトドマツオオウズラタケ養たる新棋を附するとととした・

最近北大夫晦第一， I'i}第二潰習林， 美制らも務者土場に於ても被え号本調子正の機合を得，一先や研

究要項のi底究を了したので其の大要を報告・する.

肉筆者。此の方面白研究に封し御生前終始特別の御闘心と御指導を脇りた放下f部金吾先

生に封し， Ji七の機合tc於て謹んで衷心よ b感謝の誠を捧げたい.

叉本研究に常り研究の諒解・便宜等を興えられた北大演初u長中島腕吉先生をはじめ，各

漬脅;14吉正fH所各{弘美深林務署各位，松浦信義氏，根本閲覧を詐された農林省i休業試験場今閥

六也氏，肯・品消ー雄氏，研究を援助せられた小問品開一氏に深甚の謝意を表する.更に本研究に

用いた科患研究費を支給された文部省に封し謝意を炎する.

第= 腐朽材の調査

A. 野外観察

No. 1 昭和23年3月2i日雨能郡北母子里雨im演習f-t-:貯水場積立アカエゾマツ腐朽丸

太を調ヨ尽した際，共の心材部が亀裂fl=.稿色腐朽を呈して肘るのを川瀬助乎によりて治円された

が，準布、は之をカイメングケtcrh るものたらんと断定した.然し賞験弓~tc運ばれた材料に就い

て，附治的綜の色註ぴに鏡見結果からは全く異たるととを認むるに至った.腐朽材は2持丸太

で，共の元口の断面はI凶 eの如くである.之より察するに腐朽の尖端は4mtc建ずる如くで

ある.腐朽の献は最も激しい中央部は黒稿色を主し，腐朽材片-は指問で粉砕するととが向来た・

又放射献割裂を生じ，底々に比較的腐朽して肘らぬ材部在混ヒた・腐朽部は略年輸に添った外

廓をぜ{し，問闘には幅約 3cmに亙る帯欣の思椅色境色部が見られた.

No.2 同年9月21日附iiE演習林10抗試験地内で， 近時風倒した搾OOcmアカヱゾマ

ツの根株に Ia闘に示Lた如くに多数のトドマツオオウズラタケの曲.草が生ヒ民るをと見た・ 殆

んど心材部のみが露間し，共の大部分が亀裂性制色腐朽を示した・滋訴の多い底は柔軟町j弾力

性を帯びてfM>cが，乾燥した部分は指聞で筏易に粉米化し得た・局部には縦に列AAに，白色lう

至概栴色，小形の菌:+:Lを生じ，附近には向~さを保持せる材部もあり，此の部を割って見ると

義 筆者ーは19同年(l1)， (12) に該萌に望書しエゾオオウズラ担ケと仮宇野したが，安翁でないので主主に~干潟する.
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庭々に白色の菌.線叢を有する匝域が見包れた・此の腐朽材から分離菌赫系統第1披を得た・此

。箇所には昭和23年9月21日，昭和25年9月20日にも赴いて再三観察し，材料を採集した

が，毎回相官載の菌草が護生して居た・乃ち菌締娃ぴkL厚膜胞子が材の内部にあるままで越年

し，此の時季に護茸ずるものと思われた・

No.3 昭和24年12月4日中川郡美深町美深林務署貯木場積立丸太中で，径50cmトド

マツ丸太の元口に現tた特概ある腐朽は本菌に由るものと忠めれた・ 昭和25年1月上旬，賞

時林事科3年目撃生小岡島輝一君に賞該部分の撮影を依頼して得た寝異により益々其の感を深

めた・ 同君によれば末口 48cmのトドマツ丸太断面に平均径33cmの腐朽がる.!J，熟材部全域

に及んで、居り，黒絹色を呈し，中心から放射般に大きた裂目が入って居たと云う.同様な被害

木では 8m I'C及ぶものもるったとの事である.

No.4 昭和初年2月27日筆者が再び美深貯木場に行き， トドマツ腐朽木の調査をし

被害木の縦断面を観察した(1闘c，d). 此の丸太は元日の径30cmκ達したが，一見無害の如

〈見える謹材部と甚だしく腐朽・襲色して居る中央部とが明認された・被害部は茶拐色乃至粘

土色を呈し，横断面にも縦断面にも明らか友裂目を生じて居た・此の腐朽材部から分離菌綜系

統第2競を得た・

N仏 5 昭和25年9月19日雨龍樹習品本北母子星宿舎に向う主主中，朱鞠内静構内の貨車

登載のトドマツ丸太の中で，元口筏40cmV断面に，前掲と同様な腐朽型を有するものを見出

したが，此の場合には共の一部に径7-8cmに亙るトドマツオオウズラグケの子賞睦を生巳て

居た・此の丸太の腐朽は末口の方には到達して居なかった.

No.6 昭和25年9月21日雨龍母子旦事業医第25林班林道の側ι 近時風倒したト

ドマツ大木ρ幹に腐朽した熟材部を露出して居たが，共の表面に建材部との境界位ぴに熱材部

の1筒所にトドマツオオウズラタケの子賞躍を生ヒて居た(1圃b). 之が被害部の調査を詳細

に行うととが出来fJ:.かったが，範裂性補色腐朽でるるととは容易に認められた.

No. 7 昭和25年9月22日中川郡佐久松浦第二木工場の土場積立のトドマツ， 元日経

40cm丸太に於て，営該荷朽ι思bるるものを観察した・ 熱材部は白色，石友献の菌綜叢で覆

われて居た・放射般の割(=1，黒稿色の腐朽末期材部娃ぴ、に大様中央部を包む闘形の荷朽直域の

特徴等が本菌.によるものにあらす=やと足、われた.然し分離菌赫を得なかワた故金〈確寅でない.

No.8 昭和26年2月17日天瞳郡幌延村天瞳第二演脅林奥地事業医33林班で， トドマ

ツ樫50cmの伐根の表面ι 共の中心附近で樹脂分協のため多少竪硬化した十数年輸が現れ，

上方κも細い線拡・の腐朽進行が認められた・但し12尺丸太の末口には腐朽が及んでなかった.
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結局ー締.の心材腐朽の械〈初期であるととが了解された.此伐根の一部を室向tて静置し?と所，

其の割れI¥tq't色の的意義が主主ヒ， 又腐朽材J¥・よりもW4綜を分灘培長の結果分灘培養菌綜第3抗

を得7ζ・

以上8筒の概祭例から得た本菌腐朽の肉眼的要項を列記すると

1. 腐朽は根株より向費して上方に進み，間々 8mにも控するとともあるが，多〈は 4m

以内tc止まる如〈である.

2. 腐朽は亀裂性棉色腐朽で，放射献の裂隙が日立ち年輪}j向，水不方向又は和傾斜した

方向にも裂隙を生ヒて居tc・

3. 腐朽末期の着色は，アカエゾマツではむしろ黒禍色を呈するが， トドマツでは汚栴色

叉は粘土色を呈した.

4. 腐朽末期の材は水分を含め官柔軟で和弾力を有するが，乾燥すると指聞で脊易に粉砕

し得られ，屡々粘土献を呈した.

5. 腐朽頁域は心材部・熟材部に限り，幹の横断商で・多くの場合同形を呈する.

6. 腐朽材片の割裂際に現守る萌綜叢ぼ持:<， r'l色乃至汚内色を呈する. r.日々 摂綜般の菌

綜来を見る.之に封し:何者の場合と共の腐朽のAA'IJ>，極めてよく類似するカイメンタケの場合

では菌綜叢は局部的に隠着して賠り搾黄色でるる.従って腐朽材のIRf色も和黄色味を呈する.

B. 鏡見的観察

HUBE問、 (19)氏は北米パルサムモミの被害材に就いて顕微鏡的調脊結果を殻表して民る.筆

者もアカヱゾマツ，アカトドマツに就いて調脊.した.

ANo.2の材料では弐の如し.

アカヱゾマツの健ヨ~~材では黄色 (Cleam color得一CleamBu任)を呈するが， 本菌により腐

朽された部分は茶綿色-;7.1:綿色(OchraceousBuff-Vinaceous Ruff) を ~'l.する・ 腐朽が向軽微で

材の硬度を保持して居る部分の薄片ーを鏡見すると， fx導管壁は'A之だ荒・色するに王らや，共の去

而には微小(祁1-:1/1)の類同形の穿孔が散布iする.

此の穿・ヲL説ぴtcl1i:縁紋孔の一或ものを通ヒて 1-2/1科ェの菌絡が走って肘る. 或は蝦導管の

長軸に添って走るとともある・然る時には煩かい分校を生やるととあり.

号たに腐朽の激しい部分の薄片では，仮導管慣は明らかに妻締官色 (Hazel-Ferruginous)を呈

し肢の炎耐には舵隙が多く生ヒ，事:縁孔の周縁部に不規則な位蝕部がはえる.かかる仮場色=

内にも多数の菌締がもえし，或ものは透明無色であるが或ものは茶梢色，時に黄金色に荒色して

後 (20)
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肘る・ そLて似i約?のI七さの)j向に走り，或は之と出向)j向I'Ls見椛生1'n泊することあり.後お・

の場合には政峡のlrt;分で狭窄して肘るととが多い. かかる両紙は』・般に太< :~-4μ に注し，

共の縁設も詑かに凹門があり千十I'l'でたい.分校も亦移しく見られる.透明訟ものも，着色して

民るものにも常にわl子聞が明らかに認められる.同一年輪内の春材部には菌赫が甚だ多いが，

秋材部は少友いか不明瞭で・ある.

fni腐朽材片には他の種類に見られる椋念泉観は見られないが， 所々に淡紅色 (Vinaceous-

Pinklの染lJEを現歩る. 此は時に線放，帯献を呈しあたかも黒線と同様に見らるるととあり.

線JIXの場合には黒紫色 (Chestnut-Liver Brown)を呈するととあり.

向此の腐朽材Jl-を鏡見した時に，共の仮説.管内tcJ'7-脱胞子を鹿k見た.共の護生M態ば菌

綜の尖高官に頂生するとともあり，中聞に生やるとともあり，又多数連鎖般にたったものが1筒

所から放射拡に絞生するとともあった・通常拐色を呈するが時には1rr~色のとともあった.・長等

は透明で未熟ι思われる場・合でも肢は常に一定の!手さを保って肘tc..

NOHl .l'~'i(18} は本菌を合む 126 稀の，u菌類培養研究供試材料に於て，共のJY!肢胞子が着色し

て肘る場合は本的丈で，此の特徴で他の和類から区別し得ると述べて肘る.

又 ANo.4の場合には樹幹の川縁部はトドマツ岡引の卵白色 (Cleamcolor)であるが，腐朽

激しい部分は粘土色 (Claycolor)叉は煉瓦色 (CinnamonRufous)を呈して民る. 而して後;?i-の

部分のj¥tm-では共のj伏態は前iliアカヱゾマツの激樹部と同様に，恨導管は兎角破壊されがちで

あり，又苅・色の菌綜を心するとともるる.唯興味あるととは一見健全の如く見える卵白色の法

材周縁部分の似導管内にも常にが，)1μ の太さの無色の菌線が一般に見られた事である. 乃ち

N尚0.4の材桝孝料守判初σのJ通心縦断l両白函iの遊樹干寸)，1川川，1人嚇1Ls

f筒布の防部に就いて薄片片.をf作t午tつて鏡見したが，共の執れにも多少の菌赫存在を見た.

HURER'r(めは己にパルサムモミの腐材に於て上記と略同様な事貨をと見，嗣示して居る.

第三 腐朽薗の培養

上述の如く腐朽材より分隊し得た情義菌綿は 1-3蹴の3系統に迩:した・ その中比較培養

試験に供したのは第1枕系統であった・

A. 菌綿伸張披態

対義試駐に附いたまi~-f，W:.は馬鈴薯i!7f汁寒天(馬鈴薯5∞ g，寒天 2Ûg，芸名伺水 1州)α} ， 要

芽汁寒天(萎芽ぬg，寒天 15g，蒸間水1000α)及び醤剖1寒天(醤油50cc， .im騎おg，三五葱煎

汁 150cc，*天3Og，水道水鋭的cc}の3種であった.
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1. 馬鈴薯煎汁寒天培養基

移紘後1週間を経たるM態は失の如し.

今極 3.6cmの国形に達し，ペトリ皿の略周縁近くに及んだ.

空中薗締は白色，初めは比率拍句王子坦に走るが周遊では枯起1:I}， 或る箇所では継続献に菌

.赫が密集して居るが，他の筒所では縫綜般の菌綜群が等般に聞いて居る.菌締抜大区域。尖端

部を結ぶ周園娘は時平滑となる・移厳酷の近接外側では倒伏菌訴によりて生歩る環歌凹臨部を

作り，此虞に僅少の無色液滴を現歩.とれより 1.5cm外側にも同様な凹陥部を生歩.

裏面より見れほ，外周より 1cm以内に O.5cmrD幅を有するレモン色 (NaplesYellow) 0環

扶帯を現，-j;.

更に移植後2週間に~þ ては，菌締は樫9cm のペト P 皿の周謹迄仲v=蓋し，更に O.5cm程

上部に迄建した.

空中菌赫はおii毛般に上向し，鹿々に放射般に排列したレモン色盛上り部を作った・叉或る

場合には器壁より精内部に同様環拡・着色帯(稿 1cm)を生じた (11岡・下).

2. 萎芽汁寒天培養基

移板後1週間の献態は衣の如し.

移植黙の近接周謹には空中菌綜の倒伏に由る凹陥部を生歩るとと 1の場合と同t.此の部

より周囲に伸張する空中薗訴の形献は1の場合の如く範射献をなさや，中途で分枝し，左右の

分枝の尖端が錯綜して居た.

叉菌締携大賀端を結ぷ外廓は出入して屈曲多し.外廓附近の宰中菌締の生長は1の場合よ

り良好で，起上りの度も甚だし.

裏面より見れば極めて・淡きレモン色着色をと一騎に現じ皐に帯歌部に局限せや.

移植後12日に於ては空中薗締はベト H皿外壁に迄到謹し， 1の場合の如くに.Lf.坦の感を輿

えす"菌蘇上向して毛羽立ち，所々に小型の綿屑又は洞毛を散布したかの如〈見ゆると共に其

の聞に縫締AA菌赫叢を射出し，杢樫として網般にも見える..叉共の部に比較的大形の無色液滴

を多数に生ヒ，此の艶に於ては3積培養基中第ーである.

3. 醤油寒天培養基

移植後1週間の献況は弐の如し.

移続艶附近に於ける空中菌蘇の繁茂は3種培養基中最も良好で，中高〈盛り上が9，其の

周囲にも小隆起を生歩.共の周聞に於ける空中薗締の仲張紙祝は寧・ろ2の場合に近し.菌締績

大頂監を結ぶ外廓線は向入・屈曲を有す.



〈積書〉

空中菌訴は柏直立し羊毛献を呈す.

菌続伸長の蓮度は3種培養基中最も劣る (II国・下左).

移植後12日に於ては菌叢の直径5.5cm tc:過きす~. 昼中菌綿上向して毛羽立つか，又は綿

毛の如く膨らみ居れり.或る場合には放射肢の隆起部の鹿々にて分校を生じ，一見雲の結晶を

想起するが如き献を呈す.此の培養基の場合には液滴全〈生ぜ歩.

之を FRITZ(めの培養結果に比するに，移植艶附託が時と共に粉献を呈するとと並びに萎芽

汁寒天上に於ては褐色の液滴を生やるととを記せるは，筆者の場合とは著しく異なる所でるる.

叉NOBL回(17)の培養記事に於ては， F即 TZ<D場合と同様に，厚膜胞子の成生容易であると

とを記して居るが，筆者の場合には2週間目迄の培養に於ては該胞子の成生甚だ貧弱であった・

B. 菌鎌形態

培養基上の空中薗赫を鏡見し・て，菌訴の太さを基準として雇正則すれば3種となる.就中最

も太いも0は5ー7μ，時に 12μ に及ぶもの，中庸の太さを有するものは 3-4μ，更に最も細

いものとしては 1.5-1.7μ でるる.

執れの場合でも菌締の太さは一様であるが， 時に 8ー12μIC建する太いものの一部分で，

中央が更に太〈なり，根棒朕又は樺丸肢を呈するととがある.

叉菌締に分校が出来るときは，一つの横隔壁の所に相子慢が出来て，共の上端から新しい

分枝が生やるのであるが，時には2本の分校が比較的接近して生ヒて居るととが見られ，精複

雑な形容を示すととがある.

菌赫の着色は其の内容によりて異~Þ ， 普通は無色透明でbるが，時には淡黄色又は黄金

色の粒般の内容を有するととがある.時には分校した菌蘇の内容が着色し，母細胞は無色であ

るととも砂くなかった.

叉拘子樫は非常に多く見出され，一般に強批の感を輿えた・

Eたに埋在菌締は一般に細<，屈曲が多〈小形癖放の突出部が多数生巴て居た・共の他は空

中薗締θ場合と大設なかった.

更に厚膜胞子の現出は甚だ少¥，唯馬鈴薯寒天tc:生巴た埋在菌締に少数認めるに過ぎなか

ったが，恐らく菌赫が倫熟し1'.;.'ぃ矯めと思われる.

C 薗線伸張謹度

第1去に示す如く 3種の培養基に就いて移植後3，5， 7， 10， 12， 14日日の菌叢の直径を直

角に交る方向に於て尺度で計量し，共の千均値を 3f図。ペトリ皿毎に算出し，共の平均値を以

て各異培誌去tt.の童文fll'lと見倣Lた・
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第1表 各種培養基上菌叢直径比較

トドマツオコ Rケ マツノオオウグラタ

馬鈴薯寒天 (cm) 醐寒天{凹>_1制導犬同} 醤油寒天 (cm)

H 品
、 11 2 13 1平均 1 I 2 I 3 I刊 1 I 2 I 3 I平均 1 I 21 3 I千均

3 2.4 2.1 2.7 2.4 2.0 2.2 2.2 2.1 1.3 1.7 1.7 1.6 3.0 1.5 2.0 2.2 

5 4.3 4.5 4.7 4.5 3.4 3.7 4.1 3.7 2.0 2.7 2.2 2.3 3.6 2.9 3.6 3.3 

7 6.7 7.8 7.1 7.2 5.3 5.4 6.2 5.5 I 3.0 3.5 3.4 3.3 5.6 5.2 

10 9.0 8.8 9.0 8.9 7.3 7.8 8.3 7.7 4.2 5.0 5.2 4.8 7.0 7.0 I 7.1 7.0 

12 一 一 一 8.2 8.2 8.4 8.3 5.0 5.5 6.0 5.5 8.0 8.5 i 8.3 8.2 
14 6.4 6.5 7.5 6.8 一
16 一 一 一 一一 6.6 7.0 8.2 7.2 

とれに譲ると馬鈴薯寒天最も良好で，醤油寒天は最も劣った・ 前者に於ては10日にして

9.0cmの直径を有するペト P凪θ基底を全く占領したが， 委芽寒天では 12日で略同程度に達

し，醤油寒天では 16日で未だ充分に基底を全〈占領するととが出来たかった・

D. マツノオオウズラタケとの比較

本菌に共の形態が柏類似し，且つ本道にても採集されて居るマツノオオウズラタケの純粋

培養を青島清雄氏より恵興されたので，本菌の培養と比較した・即ち醤油寒天に於ては II上闘

に示した如く，マツノオオウズラタケの場合は空中菌締が遥かに諜絡で多量に生じ純白;色を

呈し，宛かもフランネルの布片を見るが如くである.

菌赫仲張程度も表に示す如く迅速で， 12日後で就にペトリ皿の基底全部を略ぼ占領する様

にたった・之を本菌の場合に比すると， 12日後では平均値で 2.7cmの差を生じ， 16日後の本

菌扶態と近似した・

斯くてマツノオオウズラタケの場合は，従来培養の結果に撮ると試験管内で，屡々約1箇

月後に菌業上方に菌孔屠を生じたが，本菌の場合で、は決しでかかる事は経験しなかった・

培養基上の昼中菌赫も本菌程に太いものは見られ歩，精々 4μ に達するのみであった・ 細

いものは 1μ に過ぎぬものがあり，執れの場合も内容無色で着色せや，又相子障も本菌の如く

頻繁に生ぜ歩，共の形AAも異なって居る.更に厚膜胞子を生歩るとともたい・

第四 腐朽薗の分類

トドマツオオウズラタケは，今回筆者が北海道北部のトドマツ及びアカエゾマツの生木心

材部を根株より踊ヨえに地上部 2-8mに亙りて， 亀裂性偶色腐朽を惹起せLめる 1年生多孔菌
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Polyμrω ta1sameus .PEcK に封して新稿したものである. 元来本菌は北米合衆国北部の湖水地

方諸洲・カナダ統治領・オンタリオ1到し ケベツク刑誼びに英領コロンピア地方のパルサムモ

ミ，ヘムロック，スプルース及びセダー等の針葉樹を冒すととが FAULL(5)，Mc CALLUMC14'， 

KAu四 RTCIO)，LW01~(13)， BIERC2.3)等に由って報告されて居るが，我邦にては何等の記事も主主い・

本菌はPEcK，C.H.が1878年に初めて記載したもので，其の後MURRILL，A，(16)はCoriolus

又は Tylomycesに編入した・

叉 HUBERT(めはPO仰orusfl町i/on叩 QUELET及びP.帥 hroleucωFru路の雨菌名が本菌の同

種異名なりとしたが， LoW~14) は全く異なる種類主主りとの見解を表明した・ 但し P.crispellus 

PEcK とは医別し難いとした・

筆者は数年前より本菌が北海道に産すべき一致想の下に，子賞瞳桂ぴに培養菌訴に就いて調

査を進めて居た・ 偶々東京都農林省林業試験場今閥六也氏の好意によりて，カナダのトロント

地方で採集され，菌事者 ]ACKSON，H. S.に由りて鑑定された本菌の標本を検する横舎を得，

之を北海道産の材料と比較すると共に，数回に亙りて分離した培養菌締に就いて其の性質を調

査し之を FRITZ，C. W.(め註ぴに NOBLFS，M. K. (18)等の外圏直菌につきでの培養試験記

録， HUBJ<.'RT(8)の北米合衆園北部の菌についての性質記事等に比較した結果，甚だよく一致す

るととを認めた. 更に McCALLUM(15)， HUB眼下8，9)， BOYC~4J， BIER均等の本菌寝農を見る

に及んで益々共の感を深くした.

今本菌菌輩の分類善良的記載文を詰自主すれば失の如し.

PO抑orushalsameus PEcK， Ann. Rept. N工 StateMus.却 :46，1878.

Syn. Coriolus balsameus (P民的 Murr.

Tyromyces balsameω(Peck) M urr. 

菌傘は無柄又は牛ば背着生，又は基部狭小にして有柄の如く見ゆるととあり.4E凶形，庇

形，時に漏斗形，上下重生，左右に謹着.新鮮時は肉質又は柔軟革質，乾枯すれば栓質.横径

2-5cm，奥行 0.2-0.5cm，縦任 0.5-2.5叩，表面白色叉は決掲色，織かに輪紋を有するか不

鮮明，殆んど無毛又は倒伏せる紙毛を生じてビロードW¥， f.1il謹は蒔く不貫性，寅質は白色，識

純:朕，和居欣. I手さ O.5-1mm，菌締は無色，壁は薄く 3-6μの太さを有す. 菌管は白色又

は柏汚縞色，長さ 1.5-3.5mm，管ロは同色，和国形又は角形， 1mmの聞に 3-7箇，総端は薄

くして歯献をなすとともあり， )手く Lて杢縁のとともあり.剛毛憶は薄膜，硬化せす"長さ 11

-28μ，幅 4-6μ，視棒えた・ 捨子柄は挺棒AA又は凶筒形，薄膜， 長さ 14-20μ，幅 3ー7/1，

胞子は無色，千清端に小突起を有す. 卵形叉は闘筒形，長さ 3-6μ，幅 2-31!に及ぶ・
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寄主樹木: トドマツ{アオトドマツ及びアカトドマツ)，ーアカエゾマツ.

分布: 北米合衆園北部，カナダ東部及び英領コロンピヤ，日本北海道.

和名: トドマツオオウズラグケ{新橋).

標本: アカトドマツ上， 鍋路園阿寒郡古辛村パンケトウ， 昭和8年9月16日，鞄弁事

共;石狩園空知郡朱鞠内，昭和25年9月19日，亀井事失;石狩園空知郡北母子

里，昭和25年9月21日，亀井事弐;アカエゾマツ上，石狩園空知郡北母子皇，昭

和23年9月21日，亀井専弐.

前記の如〈筆者は従来本菌の子賓躍を風倒木の根株上，主主材丸太白小口等に護生したるを

採集したととはるるが，未だ生立木，樹幹の樹皮上に護生じたものを見たととはたい.但しカ

ナダの McCALLUM'15)，北米の BOYCE(のはパルサムモミの生木の基部に生じた窮民を， 叉カ

ナダ(l)BlER(めは丸太小口に費生の弱震を掲載して居る.

子賞障は費生後短期間に昆晶による噌食等の原因から泊失し易いので，子賞慢を愛見する

ととは容易でない・筆者ほ引績き 3年間9月初-21日に北大雨龍演習林内の同一木根株で，新

鮮な子賞慣を採集するととが出来たし，其の他の標本から見ても本道では9月中・下旬に費生

ずるものと思われる.

第 E 寄主樹木と其の被害

本菌に由って共の心材が腐朽さるる樹木は今日迄知らるる所では，北米誼びにカナダの各

地桂ぴに吾園北海道のみでるる.今従来。文献に記録された事責に基づき，之に本道に於ける

場合を綜合して被害樹種を列妻禁ずればヨたの如し.

第2表 トドマツオオウズラタケ寄主樹木技ぴに分布

寄 主 樹 木 首分布地域

1 A胸 8amabiliB FORBES 英領コロンピヤ

2 A. ba胸骨wαM叫. 北米北官民カナダ

3 A. t闘 iocαゅa(H∞>K)NUTT. 英領コロンピヤ

4 A. MayrianαM. er K. 日本北海道

5 A. sachalin側 sis鼠沼111. q 

6 pw側 GlehniMAST. q 

7 P. maria畑 (MIJ.J，，)B.S.P. カナダ

8 Thuja OCCU加包talisL. 北米北認

9 宝t pz.会zαtαD.DON 英領コロシピヤ

10 ヨ包ugαcanαdensI8ENGEJ，M. 北米北部

11 T. heterophyllα(RAF.) s.~RG. 英領コロンピヤ
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本菌κ由る林木被害に闘しては，初に FAULL，].H.切に由り，カナダ(オンタ Pォ)チマガ

ミ林のパルサムモミtc就いて報告された.共の後カナダ園オタヲ農務局勤務，樹病患研究捨賞

者 McCALLUM， A. W戸〉は其の著"パルサムモミの腐朽"たる論文中で，本菌に由る根株腐朽

は地上敷択に上り，夫れより高〈建するとと稀であるから，直接樹木立積の損耗度は大ならや，

但し被害木を弱化させ，風害に封して抵抗力を少くする影響を重硯すべしと書いて居る.

ヨたに北米ミネソタ及ウイスコンシン測に於けるバルサムモミの被害を調査した HUBE悶切

に撮れば， 本菌は sprucehud worm によって，枯死叉は頻死の般に置かれた後tc茜しく腐朽を

起すとと， かかる被害樹は2-6吹の鹿で風衝の箆め破壊され倒伏するとと， 或る地域ではパ

ルサムモミの15%が根株腐朽を示し，是は晶害後3-5年後に起きるとと挫ぴに烈しく需朽し

た樹木は地上6-12択に建するが， 小樫木で軽害の場合は 3-4吹に達するに過ぎない事等を

記した・

共に北米ミネソタ大事で研究した KAUFERT，FR.(1めに撮れば，北米北部湖水地方のパルサ

ムモミ根株部の心材腐朽を惹起する原因菌のーとして取扱い， 共の 10~杉は亀裂性褐色腐朽で

あるが，共の大部分は本菌によるものと認めた・ 同氏は被害立積の酷から見ると 5.7%の損耗

を来すと， 叉 BOYCE仰に撮れば本菌による被害大なる場合は地上6-12択に建するも， 一般

には 3-4吹去りとした・ 一方 BIER及び其の協同研究者の報告rめに擦れば，英領コロンピヤ

フレーザー河上流地域のモミ属樹林の腐朽調査に於ては，本菌の被害は重要であるが， 同氏等

の研究に闘しでは頻繁でゑかったとと並びに被害本数百分率は 0.8であるととを記して治る.

叉 BIER(めはカナダ地方の Cedarの被害にありでは地上8-10吹に及ぶととを指摘して居・る.

叉前記 KAUFERTは本菌位びにキンイロアナグケ(1)(Poria suhacida)に由って惹起される

根株腐朽の進入経路に闘しても言及して居る. 即ち 30年以上のパルサムモミでは殆んE毎本

に小なる破壊根を存して居るが，之は風衝による摂れに起因すると・土中に存在する上記の幡

朽菌の菌献は此等の破隙を通じて侵入するならんと記して居る.而して此の根株時朽は比較的

幼齢樹に多しとも言って居る.

翻って本道に於ける本菌の被害に闘しては未だ明かなる調査結果はないが，野外調査の結

果より推察すれば，道北の森林地帯κは相官数の被害本がるるものと思われる.

アカエメマツ， トドマツ類にありては，共の腐朽部分は地上24尺以上に建ずる場合が観察

されたが，普通元丸太の範闘に止まる如くである.

元米本道の原生林内のトドマツ類， エゾマツ実(jが共の根株部で埴裂性掲色腐朽を生じて被

害を及ぼす事賓に闘して着目し，共の原因はカイメンタケに由るもの友りと確-認公表されたの
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は故理拳博士宮部金吾氏であって，賓に大正7年(16)で本邦に於ける最初の殻表である.

此の事賓は一般に認識されるに至ったが，野外殊に道北地方の原生林に於てトドマツ類，

アカエゾマツの成木について観察するとき， カイメングケ被害木に混巴てトドマツオオウズラ

グケに起因する相似腐朽が可成り多数に存在するととを認めざるを得友い.雨菌による各異o

腐朽は原因菌輩の護生する場合は何人にも容易に区別し得るが，腐朽木のみでは経験を通じて

はじめて区別し得る程である. 即ちカイメンタケによる腐朽材は其の菌綜に固有君主黄樺色が法

み出た柏黄色味を帯びるが常であるが， トドマツオオウズラグケの場合は，菌赫は透明である

鴬自ら異った色調を呈する.叉鹿々に白色赫般の菌叢が生ヒ居るとともE差別艶である.其の他

腐朽部の範囲も被害木断面ではカイメングケに由る場合は柏不規則た外廓を呈し，時に謹材に

及ぷ場合も見られるが， トドマツオオウズラグケの場合は中心部に纏まって居る様である.

然L腐朽材を材料としての徹底的な匝別は，共の材中に必十存ナる菌絡を鏡見するととで

るろう.即ちカイメングケにあっては菌締に拍子樫がたいが， トドマツオオウズラタケには極

〈普通に存ずるからである.

更に腐朽部の範囲も，カイメングケの場合では精々地上 2mtr.建する0みであるが， トド

マツオオズラタケにあっては之より遥かに上部に建する如くである.

経りにトドマツオオウズタケの子賞躍は，本道では9月中・下旬の候に腐朽材面に叢生し

短期間の後に或いは轟の噌食に遭い，或いは解憶して共の形を失う. 是れ本菌の子賞睦が容易

に得bれ友い理由である.一方カイメングケに於ても昆晶の喰害を受けるととは報告(わされて

居るが，夫れでも冬季に至って共の樹幹の表面，叉は丸太の小口に乾燥したカイメングケの子

賞韓が共の憧に差是って居るととは間々見交ける鹿である.之に反し本菌に於てほか斯る事は稀

である.

以上の子賞韓中の捨子胞子の護芽に由って新しく菌赫を生歩るととは云う迄もたいが，

方本菌娃びにカイメンタケ等にるっては，腐朽材中の菌締の一端に厚膜胞子を生じ此れが腐

朽材中に残って停播を助けるものと思われる.此の意味から腐朽材の徹底的友底分は育林上の

酷からも大きな意味を存ナる.

摘要

1. 吾北海道地方にあっては天然林中のモミ属， トウヒ麗の根株心材腐朽は一般にカイメ

ンタケに由って惹起されるととが知られて居る.近時主として道北の森林娃ぴに貯木場，詣材

丸太等の調査の結果， トドマツ類及びアカエゾマツの生木樹幹基都心材が一見カイメンタヶ。



(l儲〉

被害材の如くであるが，明らかに異なる腐朽をトドマツオオウツズラタケに因りて惹起され，

相営の被害を及ぼして居るととが確賓となった.

2. 雨菌による腐朽材は共に褐色亀裂性腐朽であるが，腐朽末期の腐朽材色調，腐朽部の

樹幹内の位置的特性，位ぴに腐朽高等で匝別される(第I固 c，d， e参脚.

& 該菌は北米及ぴカナダにも分布し，同固では夫k種々な観酷から調査報告されたもの

がるるが，吾園では何等の記事がたい.由って該菌の分類撃的記載文を掲げ，新な和名を附し

た・叉菌訴の培義的結果，腐朽材の解剖的性質にも言及した(第II闘参照)・

4. 今日までの本菌に由る被害樹木はモミ麗5種， トウヒ属2種， コノテガシワ属2種，

ツガ属2種，合計11種に建する(第2表参脚.

5. 腐朽材に生す=る原因菌草はカイメングケよりもはるかに表昆されにくい様である.そ

れは護色後間も君主く品類の喰害に遭い解躍し易いからである.本道北部では9月中旬が費生期

である{第I岡 a，b参照).此の菌輩上の捨子胞子で腐朽の惇播が行われるが， 一方腐朽材中の

菌絡に生守る厚膜胞子によっても腐朽菌の存績，停播が可能となる.

6. 腐朽高は時に 8mκ建するが，一般に 2-4mである.
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Summary 

1. In our Hokkaido， it has been generally known that one of the most common root and 

butt rots of firs and spruces in the primeval forests was caused by PoかtorosSchweini捻iiFr. 

since it was first pointed out by the late Prof. Kingo Miyabe in 1917(町 Makingobservations 

chiefly in the northern coniferous fore山 ofthis island， the author learned furthermore that a 

considerable amount of the mature stands of Todo・firand Glehn spruαare also at匂ckedside 

by side by another polypore， namely， by Polyμrus balsameus PK.， revealing quite similar brown 

cubical butt rot. 

2. Isolations from the decayed wood of the host trees mentioned above repeatedly made 

and cultural characters on each medium of potato， malt and soy-onion agars were observed (PI. 

ll). The growth and hyphal characters of them were just as recorded respectively by Fritiめ

and Noblesぐ17)in Canada. 

3. Inside the heavily decayed wood of Glehn spruce as wellぉ incultures we could recognize 

the colored chlamydospores grown terminally as well as inter，ωlary伊sitionof the hyphae. As 

already mentioned by Hube比例 thewriter also was interested by the fact that出emycelia were 

profusely seen even in the ap伊rentlyhealthy sap wood outside the typical decay area. Such a 

feature is to be seen in the case of Abies sachalinensis shown in PI. 1， fig. c. 

4. The fungus has， heretofore， never been reported to exist in our country. 80， here， we 

are able to add 2 new tree species to the list of the host plants. The sporophore is somewhat 

cl慨 tothat of Polyporos s仰 lens(Karst.) Saα. (PolyTOros anceps PK.) but differ clearly in the 

hyphal as well as growth characters of the mycelia. This is shown in Pl. II. 

5. Fruiting bodies of this fungus were usually collected in the middle to later part of 

September. They grow on wet， well decayed areas partly mingled with somewhat firm portions 
of the w∞d. The writer， in Uryu Experimental Forest， Prov. Ishikari， used to collect specimens 
each autumn on the surface of heart wood of a butt of Picea Glelmi exposed after wind fall (PI. 

1， fig. a， b). 

6. The rot column of the a妊Cctedtrees was often seen to extend up to some 8 meters but 

generallyωfar as 2-4 meters above the ground leveI. 
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Plate 1 

P1ate II 

圃版設明

a. アカエゾマツ必材腐桁郊に牛.ぜるトドマツオオウズラ 9ケ

b. トドマツ風伊!木 l二にI\:.~f るトドマツオ寸ウズソ担ケ

巴. トドマツ成木被害木崎断面

d. トドマツ縦断面

e. アカエゾマツ被害水機断蘭

1週間格差R商事車繁茂の朕

上 マツ/オオウズラタケ

下左 トドマツオオウズラ

下布 トドマツオ才ウズラ

(tli耐寒天格餐高島t-.)

(慣泊寒7~.f:青業主喜一1:)

(馬鈴薯雪辱天主苦餐差上)

Explanation of plates 

PI. 1 a. Fruiting以>dieson the decayed area of wind fallen Todo・fir(Abies割'tC1w1i1WnIfIB)at 
Mωhiri. Uryu Expt. Forest. 
b. Fruiting以>dieson the well d割渇yedheart wood of butt surface of Glehn spruce at 
D使。kawa.Uryu Expt. Forest. 

巴. L由ngit¥必inal8旬 tionsof afTected trunk of Todo fir at Piuka， Prov. Teshio. 
d. Transverse section of the same. 
e. Transverse section of an afTected trunk of Glehn spruce at Moshiri. Uryu Expt. Forest. 

PI. 11 Cul句resone week after in∞ulation. 
Top. Polyporu8 squale附Sacc.on 80y OIlion agar medium. (See the more vigorous 
growth than those of Polyporwl bαl8αme1t.Q shown in lower left) 

Lower left. Polyponι8 bαl.qa押teusPk. on soy-onion agar medium. 
I泊werright. 百lesame on potato a~r medium. 
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